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 みなさま、こんにちは。今回のレポートでは、授業の内容や観光についてお話していこ
うと思います。 
 
 
◦授業に関して 
 先月のレポートでもお伝えした通り、私は学部生向け授業と留学生向けの英語の授業、
日本文化を現地の子どもたちに伝える Genki Kids、そして Choir(合唱)の計６つの授業を
受けています。私は 1 年間のみの留学であることから、4 年間在籍する学生とは違い学部
にとらわれず興味のある授業を選ぶことができました。それぞれの内容について簡単に説
明させていただきます。 
・History of the United States to 1865 
 この授業では、南北戦争以前のアメリカの歴史について学ぶことができます。教科書は
新聞記事や手紙などの一次資料を集めたもので、毎回これらを読んでくることが課題とし
て出されます。ディスカッションは少ないですが、資料の英文が古典的な英語で書かれて
いるなど読解が難しいこともあり、英語の良い勉強になります。 
 
・Introduction to International Studies 
  世界で起きている社会問題について、資料を読んだり映像を観たりしながら学ぶことが
できます。また、フェアトレードや移民に関してゲストスピーカーのお話を聞く機会もあ
りました。今学期は他の授業と比べ受講者数も多く、自分とは異なる背景を持つ人々につ
いて深く考えるきっかけになる授業です。 
 
・Introduction to Social Work 
 社会福祉制度や、そこに携わるソーシャルワーカーについての知識を深めることができ
ます。私の受けている授業の中では比較的ディスカッション回数が多く、和気あいあいと
した雰囲気の中で授業が行われています。 
 
・Writing Review for Non-native Speakers 
 受講者が全員留学生の英語の授業です。10 人弱の少人数で行われ、ライティングの知識
を得ることができます。 
 
 



・Experiences in Japanese 
 Genki Kids という日本文化を現地の子どもたちに伝えるプログラムを行う授業です。初
めの一か月間は学生同士で何を子供たちに教えたいか、どのように教えるかなどを考え、
10 月から実際にプログラムが行われました。日本文化に興味のある学生や子どもたちと英
語で交流する貴重な経験をできます。この写真は Genki Kids
で使う名札を手書きしたものです。自分の名札と、子どもの
バディの分の名札を作りました。子どもたちは興味津々で日
本語に取り組んでくれるので、毎回楽しい気持ちで行うこと
ができます。 
 
・Concert Chorale 
 70 人ほどの大人数で合唱をする授業です。初めに先生によってパートわけがされ、私は
アルトになりました。クラス全体が音楽を楽しみながら歌おうという雰囲気があり、リラ
ックスしながら参加できます。11 月上旬のコンサートに向けて練習をしており、また来年
にはヨーロッパに赴いてのコンサートもあり、希望すれば参加することができます。私も
ヨーロッパツアーに参加する予定です。 
 
 どの授業も先生方が熱心かつフレンドリーに指導をしてくださります。 
 
 
◦Fall break に関して 
 10 月初週には 4 日間の Fall break がありました。多くの学生がこの期間帰省をするの
で、キャンパス内は閑散としていました。そのうちの 1 日はミュージル”Beauty and the 
Beast”を観にデトロイトへ行きました。本格的なブロードウェイミュージカルの鑑賞は初
めてでハイレベルな演技やセットにとても感動しました。 

 
他にもメジャーリーグやアメリカンフットボール競技場を見るこ
とができました。 
 
 



◦Native American Dance 
とある日の夜には、キャンパス内の講

堂でネイティブアメリカンに関する協会
の方々が来校されるイベントがありまし
た。ステージでネイティブアメリカンの
伝統的な踊りを見ることができました。
豪華な衣装やドラムビートと共に繰り広
げられるステージはとても迫力がありま
した。後半には、ダンサーの方々によるトークもありました。 
 
◦ハロウィーン 
 アメリカで盛大に祝われる行事の一つといえば、ハロウィーンですね。フィンドレーで
も、キャンパス内やスーパー、家の外観といった至るところで早い時期からパンプキンの
彫刻などの装飾を見ることができました。当日にはビンゴ大会やコスチュームコンテスト
が行われ、多くの人が参加していました。キャンパス内に住んでいらっしゃる現地のご夫
婦が、ハロウィーン向けに飾り付けた本格的なハウスに留
学生を招待してくださり、そこでピザやお菓子を楽しむこ
ともできました。
初めてのアメリカ
で過ごすハロウィ
ーンということ
で、私も友人たち
と共に仮装をして
満喫しました。 
 
 11 月に入ると一気に冷え込み冬が近づいてくるとのことだったので、短い秋を堪能しな
がら過ごした一か月間でした。これからは寒さに備えた生活をしていこうと思います。 

 
 
 本プログラムやフィンドレーでの生活に関し
て何か気になることがございましたら、
tanakam1@findlay.edu までお気軽にご連絡く
ださい。少しでも皆様のお力になることができ
れば幸いです。 
       

tanakam1@?ndlay.edu

